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ま え が き 

 

 本研究は、プロジェクト研究「全員参加型の社会実現に向けたキャリア形成支援に関する

研究」サブテーマ「労働者の主体的なキャリア形成とその支援のあり方に関する研究」に係

る大規模アンケート調査の結果を取りまとめ、詳細な分析を行ったものである。本研究の実

施によって、キャリア形成支援施策の背景となる労働者の仕事・学習・生活等に対する意識

を中心としたライフキャリア意識全般について把握することを目的とした。 
 特に、近年、我が国の就業者のキャリアをめぐる環境は大きく変化しつつある。人生 100
年時代を見据えた経済社会システムを創り上げるための政策のグランドデザインに関する議

論がなされるなか、働く人々のキャリア及びその支援についても、各人の人生全体との関わ

りの中でその必要性・重要性を検討する必要がある。例えば、本人のキャリア及びキャリア

形成支援ニーズ、スキルなどを、本人の家族構成、年収、就労形態、勤務先規模等の従来か

ら検討がなされてきた要因の他に、学校時代の学習、リカレント学習・生涯学習、人間関係、

性格特性、社会観、結婚観・家族観、幸福感、老後観・健康観等の様々な意識との関連で検

討する。これにより、就業者のライフキャリアに関する意識全般を把握することができる。

さらにこれにより、従来の検討の範囲では十分に明らかにされなかった新たなキャリア形成

支援ニーズ、及びキャリア形成支援施策につながるシーズを掘り下げて示唆することが可能

となると考えられた。 
 以上の問題意識から、性別×年代（20 代、30 代、40 代、50 代）×雇用形態等（正規就労、

正規就労以外（自営等含む））を労働力調査等の比率に応じて割り当てられた 6,000 人を対象

に調査を実施し、就業者のライフキャリアに関する意識の実情を詳細に明らかにし、就業者

のライフキャリア意識と人生・生活全般における広汎な意識との関連を検討した。さらには、

1 年後の追跡調査を行い、部分的にパネルによる検討を行った。 

 本研究によって、今後の我が国におけるキャリアコンサルティング施策等に有益に活用さ

れ、キャリア形成支援施策全般に貢献し、寄与するものとなれば、幸いである。 
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